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特別損失の計上及び 

平成 28 年５月期第２四半期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年５月期第２四半期において、下記のとおり特別損失を計上することとなりました

のでお知らせいたします。 

一方、平成 27 年７月 14 日に公表いたしました平成 28 年５月期第２四半期累計期間の連結業績予想

については、下記のとおり上方修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

記 

 

1. 特別損失の内容 

当社は、横浜支店（横浜市青葉区）につきまして、当初の計画から乖離したため、個別にその投

資額の回収可能性を判断した結果、平成 28 年５月期第２四半期において固定資産の減損損失として

65 百万円を特別損失に計上いたします。 

また、アミカ町田忠生店（東京都町田市）につきまして、平成 27 年 12 月 31 日に閉店することと

いたしました。これに伴い、平成 28 年５月期第２四半期において固定資産の減損損失 33 百万円及

び店舗閉鎖損失７百万円を特別損失に計上いたします。 

 

2. 業績予想の修正について 

 

平成 28 年５月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正(平成 27 年６月１日～平成 27 年 11 月 30 日) 

(単位：百万円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 25,450 115 124 75 12 円 82 銭 

今回修正予想(Ｂ) 26,086 302 310 115 19 円 42 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) 636 187 186 40  

増減率(％) 2.5 162.6 150.0 53.3  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 27年５月期第２四半期) 
23,847 134 125 42 ７円 11 銭 

 

 



修正の理由 

当第２四半期累計期間の連結業績につきましては、売上高は、外商事業における既存取引の伸長や

アミカ事業における既存店売上の好調推移などが寄与し、前回発表予想を上回る見込みとなりました。

営業利益、経常利益におきましては、売上高が予想を上回る見込みとなったことによる売上総利益の

増加に加え、経費面において、光熱費が予想を下回ったことや全社的に経費削減に取り組んだことが

寄与し、前回発表予想を上回る見込みとなりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益にお

きましては、減損損失や店舗閉鎖に伴う特別損失の計上等があったものの、前回発表予想を上回る見

込みとなりました。 

なお、通期の業績予想につきましては、年間を通じ最も売上高・利益額の大きい 12 月度の進捗を含

め精査したうえで、12 月 25 日に予定しております第２四半期決算発表時にお知らせいたします。 

 

※本資料に記載されている業績予想は、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


